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 仙台市市民センター事業評価報告（案）  

 

        平 成 30 年  月  日 

仙台市公民館運営審議会 

 

Ⅰ 評価の目的 

  この度の評価は、「仙台市市民センターの施設理念と運営方針の見直し（第二次）のあり

方について（諮問）」の検討事項を踏まえ、拠点館の役割の再検討及び記載の明確化を図る

ための議論に資することを目的とするとともに、「仙台市市民センター事業の評価のあり方に

ついて（答申）」（平成 25 年 5 月 31 日仙台市公民館運営審議会）に基づく次の評価の目的 3 点

により実施する。 

① 「施設理念と運営方針」に掲げる社会教育施設としての機能や役割を的確に見きわめ、そ

れらが十分発揮されているかどうか、実態を明らかにすること 

② 担当職員や行政組織とは異なる立場から事業の良い点や問題点を明らかにし、併せて改善

策を提示すること 

③ 事業を実施した館だけでなく、各館に共通する課題の解決方向を示すことによって、多く

の職員のふり返りを促し、よりよい市民センターのあり方を示唆すること 

 

Ⅱ 評価の実施 

１ 評価の基本的方針 

「仙台市市民センターの施設理念と運営方針の見直し（第二次）のあり方について（答申）」

の検討事項を踏まえ、拠点館の役割の再検討及び明確化について焦点を当てた評価とする。 

 

２ 評価テーマ及び評価の視点 

（１） 評価テーマ（資料○：「事業評価シート」参照） 

「施設理念と運営方針」に掲げる「市拠点館（生涯学習支援センター）の基本的な役割」

を評価テーマとし、各評価対象事業に応じて、【全市にわたる生涯学習事業の推進】【生涯学

習推進のための専門性の向上】【市民一人ひとりのニーズに対応した生涯学習支援体制の充実

（生涯学習に関する関係機関等との連携・協力の推進）】【職員の育成（職員研修の体系化と

専門研修の充実）】に着目して評価することとする。 

 

（２）評価の視点（資料○：「事業評価シート」参照） 

評価テーマについて、次のとおり評価の視点を定めて評価する。 

Ⅰ 全市にわたる生涯学習事業の推進 

① 主体的に学び行動する市民やまちづくりを担う人材の発掘・育成、学習成果が地域や社

会に還元されるような仕組みづくりを踏まえたプログラムになっているか 

② 全市域対象の観点から広報、運営方法について適切かつ工夫されているか 

Ⅱ 生涯学習推進のための専門性の向上 

① 拠点館として社会ニーズや現代的課題に対応した専門性で質の高い学習機会を提供し

ているか 

② 職員が、積極的に市民や地域と連携を図るための専門性やスキル（コーディネート能力

等）を身につけられる研修になっているか 

資料 ５ 
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Ⅲ 市民一人ひとりのニーズに対応した生涯学習支援体制の充実（生涯学習に関する関係機 

関等との連携・協力の推進） 

① 生涯学習について関連機関・団体等との連携・協力が図られているか 

Ⅳ 職員の育成（職員研修の体系化と専門研修の充実） 

① 職員が、多様な学習ニーズや現代的課題等に対応し、効果的なプログラムづくりのため

のスキルを身につけられる研修になっているか 

② 生涯学習事業を進めていく上で適した体系・テーマの研修になっているか 

③ 周知方法、実施体制は適切かつ工夫されているか 

 

３ 評価対象事業について 

 （１）対象事業 

事業評価の対象事業は次のとおり。 

①学びのまち仙台市民カレッジ事業（市民向け講座として 3 系統 8 講座） 

②学びを支える人材育成推進事業（職員研修として 7 種 20 研修） 

 

（２） 対象事業の選定理由 

① 本審議会では、平成 23 年度事業の試行的評価も含め、平成 25 年度までは各区拠点

館の「参画事業」を、平成 26 年度は地区市民センターの「震災を踏まえた復興関連

事業」や「防災・減災関係事業」を、平成 28 年度は地区市民センターの市民参画型

事業「市民企画会議」を評価対象としたが、今期は、前述の評価の基本方針に沿い、

拠点館（生涯学習支援センター及び各区中央市民センター）が実施する事業から、

まだ仙台市公民館運営審議会による評価を受けていない市拠点館（生涯学習支援セ

ンター）の事業を評価対象として選定することとした。 

② 対象の事業については、「仙台市市民センターの施設理念と運営方針」に記載の「市

拠点館の基本的な役割」の各項目との関連性に鑑み、「学びのまち・仙台 市民カレ

ッジ事業」と「学びを支える人材育成推進事業」の 2 事業を選定した。 

 

（３）対象事業の概要 

資料○：「学びのまち・仙台 市民カレッジ事業」、「視察補助資料」 

資料○：「学びを支える人材育成推進事業」 のとおり 

 

４ 評価の方法 

（１）資料等による事業内容の把握  

対象事業に関する上記資料や職員の説明により、事業内容や成果等を把握 

（２）事業視察の実施 

  ○学びのまち仙台市民カレッジ事業  

   ①地域づくり支援基礎講座第 2回 

佐藤会長、市瀬委員、佐藤（由）委員、庄子委員、傅野委員、中山委員、 

吉田委員、渡辺委員 

      ②地域づくり支援基礎講座第 3 回 

佐藤会長、相澤委員、市瀬委員、幾世橋委員、黒澤委員、小地沢委員、 

菅澤委員、渡辺委員 
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○学びを支える人材育成推進事業 

 ①生涯学習基礎研修第 2回「社会教育と市民協働」 

佐藤会長、小岩副会長、相澤委員、幾世橋委員、小地沢委員、庄子委員、 

渡辺委員 

②生涯学習応用研修第 2回スキルアップ研修「ファシリテーション②」 

佐藤会長、小岩副会長、市瀬委員、幾世橋委員、佐藤（由）委員、庄子委員、 

松田委員、吉田委員、渡辺委員 

（３）評価テーマ及び評価の視点を記載した評価シートにより評価を実施し、評価シートを作

成する。 

（４）評価結果等を報告書として取りまとめる。 

    ※今回の評価は、市民センターの施設理念と運営方針の見直しに生かすものとする。 

 

５ 評価のフィードバック等 

（１）評価結果を全市民センターに周知し、今後の市民センター事業の企画立案、事業実施、

及び研修参加の際に活用する。 

（２）対象事業を実施したセンターにおいては、今後の事業の改善に向け、具体的な対応を

検討する。 

 

６ 評価経過 

○平成 30年 3月 15 日 定例会  評価対象事業・方法の検討と決定 

○平成 30年 5月 17 日 定例会 評価対象事業の内容・成果の把握 

○平成 30年 6月 6日  事業視察(18:30～20:30） 

（学びのまち・仙台 市民カレッジ 地域づくり支援基礎講座第2回） 

○平成 30年 6月 29 日 事業視察(14:00～17:00） 

           （学びを支える人材育成推進 生涯学習基礎研修第 2回「社会教育と

市民協働」） 

○平成 30年 7月 4日  事業視察(18:30～20:30） 

（学びのまち・仙台 市民カレッジ 地域づくり支援基礎講座第3回） 

○平成 30年 7月 6日  事業視察(14:00～17:00） 

           （学びを支える人材育成推進 生涯学習応用研修第 2回スキルアップ

研修「ファシリテーション②」） 

○平成 30年 8月 30 日 定例会 事業評価についての意見交換、事業評価報告（案）検討 

○平成 30年 11 月 8日 定例会 事業評価報告（案）の決定 

 

Ⅲ 評価の結果 

１ 各事業の評価 

 

（１）市民センターにおける生涯学習事業体系の策定と行動計画の立案、及び全市にわたる生涯

学習事業の推進 

  本市における生涯学習に関わる機関・団体との役割分担を踏まえ、学校教育や関係局・区

役所とも連携しながら、市民センターが担うべき生涯学習事業体系を策定し、事業目標を定

めた行動計画にしたがって本市の生涯学事業を着実に推進する。併せて、人材育成にかかる
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事業を中心とした生涯学習事業を総合的・体系的に実施する。 

 

[学びのまち・仙台 市民カレッジ事業]（評価の視点②④） 

 ②主体的に学び行動する市民やまちづくりを担う人材の発掘・育成、学習成果が地域や社会に

還元されるような仕組みづくりを踏まえたプログラムになっているか。 

 ・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

 ・ 

 ④全市域対象の観点から広報、運営方法について適切かつ工夫されているか 

 ・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 

 

（２）生涯学習推進のための専門性の向上 

   少子高齢化・国際化・情報化、男女共同参画などの現代的な課題や、本市が抱える諸課題

への先進的な取組み、及び市民のライフステージごとの多様な学習ニーズの把握と効果的な

プログラムづくり等の調査・研究を推進するとともに、その成果を地区館等へ還元する。 

 

[学びのまち・仙台 市民カレッジ事業]（評価の視点①） 

①拠点館として社会ニーズや現代的課題に対応した専門的で質の高い学習機会の提供してい 

るか 

・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 

 

[学びを支える人材育成推進事業]（評価の視点②） 

②職員が、積極的に市民や地域と連携を図るための専門性やスキル（コーディネート能力等）

を身につけられる研修になっているか 

・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 

 

（３）市民一人ひとりのニーズに対応した生涯学習支援体制の充実 

〔生涯学習に関する関係機関等との連携・協力の推進〕 

生涯学習について、大学、市民活動団体等関係機関・団体との連携・協力を推進する。 

 

[学びのまち・仙台 市民カレッジ事業]（評価の視点③） 

③生涯学習について関連機関・団体等との連携・協力が図られているか 

・ 

 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 



5 

 

 

（４）職員の育成（職員研修の体系化と専門研修の充実） 

初任者・中堅者・館長などに対する経験や役割に応じた体系的な研修や、社会教育を担当

する職員としての専門性を高める研修の充実を図る。 

 

[学びを支える人材育成推進事業]（評価の視点①③④） 

①生涯学習事業を進めていく上で適した体系・テーマの研修になっているか 

・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 

 

③職員が、多様な学習ニーズや現代的課題等に対応し、効果的なプログラムづくりのためのス

キルを身につけられる研修になっているか。 

・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 

 

④周知方法、実施体制は適切かつ工夫されているか 

・ 

＜改善に向けた提案等＞ 

・ 

 

２ 総合評価・まとめ 

 

 

 

資料 

 ・市拠点館（市民センター）事業の評価項目（H30.3.15 定例会 資料 5） 

 ・評価シート 

 ・評価対象事業について（H30.3.15 定例会 資料 7） 

 ・学びのまち・仙台 市民カレッジ事業（H30.5.17 定例会 資料 3-1） 

  平成 30 年度「学びのまち・仙台 市民カレッジ」視察補助資料 

 ・学びを支える人材育成推進事業（H30.5.17 定例会 資料 3-2、別紙①、②、③） 


